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学校改善支援プラン  

 ＩＣＴを活用した授業力向上事業 Ⅰ 

 授業力のキーワード Ⅱ 

 ＩＣＴを活用した授業力向上事業 令和６年度モデル校 

  北管内  八峰町立八森小学校 

  中央管内 由利本荘市立鳥海小学校 

  南管内  美郷町立仙南小学校 

 検証改善委員からの提言 Ⅳ 

 ＩＣＴの効果的な活用 Ⅲ 

秋田県検証改善委員会 

本誌では令和６年度モデル校の取組を紹介しています。 
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県教育委員会では、令和３年度から令

和５年度までの３年間、義務教育におけ

るＩＣＴの活用を加速化・強靭化させる

ことを目的として「ＩＣＴを活用した授

業改善支援事業」を実施しました。 

県内６校のモデル校の取組では、ＩＣ

Ｔの活用について、「まず使う」という

段階から、「効果的に使う」という段階

を経て、様々な成果が蓄積されました。

その中で、「ＩＣＴはあくまでも手段で

あり、児童生徒が主体的に学ぶ『秋田の

探究型授業』をより充実させる授業改善

こそが大切である」という知見が得られ

ました。 

そこで、より質の高い「秋田の探究型

授業」の継承・発展を目指し、令和６年 

度から「ＩＣＴを活用した授業力向上事

業」を実施し、北、中央、南の各モデル

校の先生方と義務教育課指導主事等が、

ＩＣＴ活用と授業力向上を両輪とした授

業改善についての取組を、共に進めてき

ました。 

検証改善委員会では、本事業で提案し

た「授業力のキーワード」を基に、各モ

デル校の具体的な取組の成果や今後の取

組についての提言等を、本誌「学校改善

支援プラン」にまとめました。 

「学校改善支援プラン」が、日々の授

業づくりや研修会等に活用され、各学校

における授業力向上の取組を充実させる

ための一助となることを願っております｡ 

 

 

 

【モデル校訪問の実施】 

年間を通じて、義務教育課指導主事等がモデル校を訪問し、ＩＣＴの効果的な活用に 

よる指導方法等の開発や教員の指導力向上について、伴走型の支援を行いました。 

【授業研究協議会の開催】※ＩＣＴ活用リーダー研修を兼ねて開催 

各モデル校において、提示授業を基にした授業研究協議会を開催し、研究の成果を発 

信するとともに、授業改善について参加者同士で協議を行いました。 

北管内  八森小学校会場 令和６年１１月２６日（火） 

中央管内 鳥海小学校会場 令和６年１１月１３日（水） 

南管内  仙南小学校会場 令和６年１１月 ７日（木） 

【学校ＩＣＴ教育推進アドバイザーの配置】 

鳴門教育大学特命教授、藤村裕一氏を、本県におけるＩＣＴ教育の推進に係るアドバ 

イザーに委嘱し、授業研究協議会における講演等を行っていただきました。 

【あきたの教育力充実事業との連携】  

◎検証改善委員会 

有識者からは、県の教育施策やモデル校の取組に対し、「主体的・対話的で深い学 

び」の実現に向けた授業改善の視点から、検証をしていただきました。 

◎オンライン・ミーティングの実施 

令和７年１月９日（木）に、事業の成果等を県内外にオンラインで発信する「オン 

  ライン・ミーティング」を実施しました。 

Ⅰ 

ＩＣＴを活用した授業力向上事業の概要  
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北管内モデル校  八峰町立八森小学校 

「つながる」をキーワードに意思統一 

八森小学校では、「つながる」をキーワードに学習指導に取り組みま
した。 
既習の内容と、友達の考えと、次の学習や

生活と、「つながる」ことで、主体的に学び
合う児童を育成する授業づくりを推進しまし
た。 
児童の成長を喜びとし、そのための授業づ

くりを楽しもうとする意識改革や雰囲気の醸
成と「つながる力」によって、児童も教師も､
みんなで伸びていく学校を目指しています。 

 

中央管内モデル校  由利本荘市立鳥海小学校 

目線をそろえ、校内一体で授業力向上 

鳥海小学校では、年度当初に、研究の方向性について教員全体の「目
線をそろえる」ための研修会を実施しました。 
 研究主任による説明だけでなく、前年度か
ら所属している教員と新任教員とのコミュニ
ケーションを重視し、発話量が多くなる少人
数でのワークショップ等を取り入れました。 
 「どのような資質・能力を身に付けさせた
いのか」「どのような授業を行いたいのか｣ 
といった点を共有し、全職員が同じ方向に向
かって研究を進められる体制の構築を目指し
ました。 
 

南管内モデル校  美郷町立仙南小学校 

「子ども授業参観」を通した学び合い 

仙南小学校では、児童が自ら学び方を身に付けていけるよう「子ども
授業参観」を実施しました。 
「子ども授業参観」は、第５学年の児童が

第６学年の児童の授業の様子を見るというよ
うに、１つ下の学年の児童が１つ上の学年の
児童の授業を参観する取組です。 
上級生の授業に向かう学習態度から学んだ

ことは、当該学年の児童の学習に生かされて
います。また、教師同士が目指す授業像を共
有することにも生かされています。 

 

年度当初の取組 事例集 
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オンライン・ミーティングより コラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①授業を楽しむ 
  教師自身が授業を楽しんでいる。 

②必要感 
 児童生徒が必要感をもって「解決したい」と思えるように、導入の 

手立てを工夫している。 

③ねらいの明確化 
  本時で何ができるようになればよいかを明確にしている。 

④学習習慣 
 発表の仕方、話の聞き方等の学習習慣が身に付くように働き掛けて

いる。 

⑤ＩＣＴの活用 
 授業の様々な場面で、ＩＣＴなど効率的で伝わりやすい方法を児童

生徒が選択して活用できるようにしている。 

佐藤：困っている子ど

もにも自信をもたせら

れるような言葉掛けを

し、学び合いを通して

「分かった」「できた｣

につなげられるよう心

掛けています。 

コーディネーター 
秋田大学 
成田 雅樹 教授 

八森小学校 
佐藤 正磨 教諭 

成田：普段はど
のキーワードを
大切にして、授
業づくりをして
いますか？ 

若手教員 

令和７年１月９日に、ＩＣＴを活用した授業力向上事業の成果等を県内外
にオンラインで発信する「オンライン・ミーティング」を実施しました。パ
ネル・ディスカッションの様子から、「授業力のキーワード」の充実に係る
内容を紹介します。 

 授業力のキーワード Ⅱ 
「ＩＣＴを活用した授業力向上事業」において、授業改善の視点として

提案している１０のキーワードです。 
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⑥見取る力 
 児童生徒や学級の状況を、表情やつぶやき、ノートやタブレット等

への記述内容から見取っている。 

⑦児童生徒が主役 
 児童生徒が自分で解決方法を見いだしたり、助け合ったりしながら

学習を進めることができるように、教師の指示や発話の量を調整して

いる。 

⑧コーディネート 
 分かっている・できている児童生徒が活躍するだけでなく、困って

いる児童生徒の考え等も生かしながら、「分かった」、「できた」に

つなげている。 

⑨言葉掛け 
 授業の様々な場面で、児童生徒の発言や、頑張ろうとする姿、挑戦

する態度等を受容的に取り上げ、認める言葉掛けを行っている。 

⑩振り返り 
 本時の学びや自身の変容を自覚できるように、振り返りの時間を確

保している。 

安齋：子どもを見て、子

どもに聞いて、子どもの

考えに寄り添って、一人

一人が納得できる授業づ

くりが大切だと考えてい

ます。 

貝森：子どもたちが「どうしてかな」、

「本当かな」とワクワク感をもって授業

にのめりこめるような授業づくりを教師

も楽しみたいです。 

髙橋：問題を解決するには

どうすればよいか、自分た

ちで考えながら学習を進め

ていくことができる子ども

を育てたいと考えています｡ 

仙南小学校 髙橋 美樹 教諭 

八森小学校 貝森 智美 教諭 

鳥海小学校 安齋 知子 校長 

中堅教員 

研究主任 

管理職 
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モデル校の変容     （数値は３校合計の割合(％)） 自校のアンケート結果 
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必要感 

ねらいの明確化 

学習習慣 

ＩＣＴの活用 

各モデル校において、「授業力のキーワード」を基に自己評価するアンケート調査を、

５月と１２月に実施しました。各学校でも活用してください。 

佐藤：子どもの
発言を活発にし
ていくには、ど
のキーワードを
大切にすればよ
いでしょうか？ 

オンライン・ミーティングより コラム 

貝森：まずは「言葉掛け」。学級経営や人間

関係づくりからスタート。そして、話す活動

を取り入れやすい教材を活用したり、グルー

プ学習で必ず１回ずつ発言できるようにした

りして、話すことに抵抗がなくなる「学習習

慣」を身に付けることが大切だと思います｡ 

髙橋：授業はライブ。どんなに予想して授業

に臨んでも、予想していなかった反応が返っ

てきます。そこからどんな学びがつくれるか､

ワクワクしながら「授業を楽しむ」ことがで

きると、子どもたちの発言も活発になってく

ると思います。 

授業を楽しむ 
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モデル校の変容     （数値は３校合計の割合(％)） 自校のアンケート結果 

 

当てはまる  
％ 

どちらかといえば
当てはまる 

 
％ 

どちらかといえば
当てはまらない 

 
％ 

当てはまらない  
％ 

 

当てはまる  
％ 

どちらかといえば
当てはまる 

 
％ 

どちらかといえば
当てはまらない 

 
％ 

当てはまらない  
％ 

 

当てはまる  
％ 

どちらかといえば
当てはまる 

 
％ 

どちらかといえば
当てはまらない 

 
％ 

当てはまらない  
％ 

 

当てはまる  
％ 

どちらかといえば
当てはまる 

 
％ 

どちらかといえば
当てはまらない 

 
％ 

当てはまらない  
％ 

 

当てはまる  
％ 

どちらかといえば
当てはまる 

 
％ 

どちらかといえば
当てはまらない 

 
％ 

当てはまらない  
％ 

21 

36 

66 

56 

13 

8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５月

１２月

5 

18 

60 

77 

32 

5 

3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５月

１２月

8

10

47

72

45

18

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５月

１２月

37

79

58

18

5

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５月

１２月

18

26

42

54

37

20

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５月

１２月

鳴門教育大学  
藤村 裕一 

特命教授 

■当てはまる            ■どちらかといえば当てはまる 

■どちらかといえば当てはまらない  ■当てはまらない 

成田：先生方からたくさんのヒント

をいただきました。「児童生徒が主

役」で子どもたち自身が学習を進め

る授業を実現できるとよいですが、

完全に子ども任せだと必要な学びが

得られなくなってしまいます。教師

の「コーディネート」とのバランス

が大事だと思います。モデル校で行

われた子ども授業参観等で、子ども

が学び方を学ぶことも大切ですね。 

安齋：発言するのが好きな子どももいれば、

書くことで思いを固める子どももいます｡｢見

取る力」で、一人一人の表現しやすい方法を

認めてあげることが大切です。書くことには

「ＩＣＴの活用」も効果的だと思います｡ 
 

藤村：幼稚園から「ディベー

ト遊び」を取り入れていると

ころもあります。友達の発表

を聞いた後、「いいです」や

「必ず拍手する」という習慣

ではなく、疑問をもちながら

聴くという「学習習慣」を身

に付けられるとよいと思いま

す。 

児童生徒が主役 

コーディネート 

言葉掛け 

振り返り 

見取る力 
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①授業を楽しむ 
  教師自身が授業を楽しんでいる。 

  

発展的な内容を用意し、児童の挑戦

心を引き出す 

教材研究を深め、単元の導入で地域

の伝統工芸品を活用することで、学び

を日常生活と結び付ける 

②必要感 
児童生徒が必要感をもって「解決したい」と思えるように、導入の手立てを工

夫している。 

授業の導入で、児童の関心を高めたい場面 

  

教科書の「300枚の紙について調べ

る問題」の条件を、「30,000枚」に

変えて提示することで、問題解決への

必要感や意欲を高める 

児童がかいたデザインから面積を求

めたい図形を見いだすことで、問題を

身近に感じられるようにする 

事例集 
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⑥見取る力 
児童生徒や学級の状況を、表情やつぶやき、ノートやタブレット等への記述内

容から見取っている。 

解決の見通しに自信がもてない児童

が多くいることを見取った場面 
自力解決で、理解できている児童とでき

ていない児童がいることを見取った場面 

  

「ヒントを出せる人はいませんか？」

の問い掛けで、解決の見通しを共有する 

理解できている児童に、アドバイス

を与えることを促す 

⑧コーディネート 
分かっている・できている児童生徒が活躍するだけでなく、困っている児童生

徒の考え等も生かしながら、「分かった」、「できた」につなげている。 

ある児童の発言を糸口に、理解を深

めたい場面 

自分の考えを全体の場で説明するこ

とに不安を感じている児童がいること

を見取った場面 

  

「例えば？」「本当に？」「どうし

て？」の問い掛けで、児童の考えをつ

なぎ、根拠を明確化していく 

ペアで説明し合う時間を設定するこ

とで、児童同士で理解を深める 
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  教師による教材の提示 A1 

□大型提示装置等に本時の学習課題や学習内

容を提示したり、ポジショニング機能を用

いて状況を視覚的に捉えさせたりすること

で、児童生徒の興味・関心を喚起すること

ができる。 

□児童生徒の１人１台端末等に画像、音声、

動画等を提示し、必要に応じて画像を拡大

したり、説明を書き込んだりすることで、

視覚的に分かりやすく伝えることができる｡ 

 個に応じる学習 B1 

 調査活動 B2 

□インターネット、デジタル教材等を用いた 

 情報収集や、Ｗｅｂ会議システム等を活用 

 して専門家等へインタビューしたり、説明

を聞いたりする活動を行うことで、新たな

情報や気付きを得ることができる。 
□クラウド上の学習履歴により前時の学習内 

 容や振り返りを確認することで、本時の学 

 習とのつながりを想起することができる。 

□画面共有した情報に、気付いたことや考え 

 たことを書き込むことで、学習課題の解決 

 や学習活動の進め方等に対する見通しをも 

 つことができる。   思考を深める学習 B3 

□デジタル教材のシミュレーション機能等を 

 用いることで、通常では難しい実験・試行 

 を繰り返し行うこと 

 ができる。 

 表現・制作 

 個に応じる学習 B1 

□発音・朗読、書写、運動、演奏などの活動 

 の様子を記録・再生して練習することで、 

 技能を習得したり向上させたりすることが 

 できる。 

□画面で共有した情報に直接書き込んだり、 

 編集したりすることで、試行錯誤しながら 

 学習内容への理解を深めることができる。 

※表内の枠は、次の区分により色分け 
 している。 

Ａ 一斉学習における活用例と効果 

Ｂ 個別学習における活用例と効果 

Ｃ 協働学習における活用例と効果 

B4 

□各教科等の特質に応じて写真、音声、動画 

 等のマルチメディアを用いて多様な表現を 

 取り入れることで、表現技法等の向上につ  

 なげることができる。 

□作品をデジタルで保存することで、時間・ 

 場所に規定されずに作品の展示や公開を行 

 うことができる。 

 ＩＣＴの効果的な活用 Ⅲ 
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  教師による教材の提示 A1 

□課題を児童生徒の１人１台 
端末に配信することで、学 
校や家庭等の場所を限定せ 
ずに学習に取り組むことが 
できる。 

  発表や話合い C1 

□１人１台端末や大型提示装 
置等に考えや情報を提示す 
ることで、必要に応じて書 
き込んだり、操作したりし 
ながら考えを整理して伝え 
合うことができる。 

  協働での意見整理 C2 

□学習支援ソフト等を活用し 
 て互いの意見や考えを視覚 
 的に共有することで、グル 
 ープ内の議論を深めたり、 
 意見の整理を円滑に進めた 
 りすることができる。 

  協働制作 C3 

□１人１台端末を用いて一つ 
の資料や作品を分担して同 
時並行で制作することで、 
効率よく作業を進めること 
ができる。 

  学校の壁を越えた学習 C4 

 

  個に応じる学習 B1 

□デジタル化した問題を領域 
 ・分野別や難易度別等でク 
 ラウド上のフォルダに蓄積 
 しておくことで、個人の習 
 熟の程度や興味・関心に応 
 じた課題や問題を選択して 
 学習に取り組むことができ 
 る。 

  

  家庭学習 B5 

□児童生徒が１人１台端末を 
家庭に持ち帰り、動画やＡ 
Ｉドリル等を用いて学習す 
ることで、自分のペースで 
理解しながら学習を進める 
ことができる。 

 「秋田の探究型授業」の

充実を図るためには、単に

プロセスをなぞるのではな

く、それぞれの段階をしっ

かり機能させ、一連のプロ

セスとして関連付けること

が大切です。 

「ＩＣＴを活用した指導方法～学びのイノ 

ベーション事業実証研究報告書より～」 

（文部科学省資料）を一部加工して作成 

  教師による教材の提示 A1 

□児童生徒の学習のまとめや 
 振り返り等を大型提示装置 
 等で提示することで、学習 
 の成果を学級全員で共有す 
 ることができる。 

思考を深める学習 B3 

□振り返りを文書作成ソフト 
 のテキストファイル等で記 
 録することで、いつでも閲 
 覧し、学習に生かすことが 
 できる。 
□積み上げてきた学習の記録 
 やデジタルポートフォリオ 
 等を振り返ることで、学習 
 の自己評価をすることがで 
 きる。 

  

 「秋田の探究型授業」の基本プロセスに、子どもが自身の学びを広げたり深めたりする例を加え、

各プロセスにおけるＩＣＴの活用例を紹介します。（令和３～５年度版「ＩＣＴの効果的な活用によ

る学校改善支援プラン」の内容を、一部変更して掲載しています。） 

□インターネットを活用し、  
 遠方の学校や海外の学校、 
 遠隔地の専門家等との意見 
 交換や情報の共有を行うこ 
 とで、多様な意見や考え方 
 等に触れることができる。 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shougai/030/toushin/1346504.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shougai/030/toushin/1346504.htm
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教師による教材の提示       学習の見通しをもつ 

  

事前アンケートの結果をテキストマイ
ニング機能で提示することで、題材を自
分事として捉えることができる 

学習内容をクイズアプリで提示する
ことで、楽しみながら確認することが
できる 

 
思考を深める学習          自分の考えをもつ 

  

図形を回転させたり、切ったり、組み
合わせたりすることで、試行錯誤しなが
ら考えることができる 

実験の様子を動画で撮影することで､
目視では比べにくい結果を客観的に比
較することができる 

 
協働制作               集団で話し合う 

  

共同編集機能を用いることで、調べ学
習で一人一人が調べた内容を、即時共有
し、まとめることができる 

付箋機能で思考ツールに自分の考え
を貼り付けることで、グループの考え
を構造的にまとめることができる 

A1 

Ｂ3 

Ｃ3 

モデル校の授業で見られたＩＣＴの活用例 事例集 
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発表や話合い             集団で話し合う 

  

他者閲覧機能を用いることで、全体で
発表した人以外の考えもタブレットで閲
覧し、共有することができる 

電子黒板を用いることで、書き込ん
だり動かしたりしながら、自分の考え
を説明することができる 

 
協働での意見整理           集団で話し合う 

  

考えの度合いを棒グラフで表すことで､
全員の考えを可視化しながら話し合うこ
とができる 

タブレットの色分け機能で「自信あ
り」「なし」を意思表示することで、
学級全体の理解度を可視化できる 

 
思考を深める学習      学習内容や方法を振り返る 

  

技能の練習過程を写真や動画で記録す
ることで、自身の成長を実感することが
できる 

振り返りの場面で画面共有機能を用
いて他者の考えを知ることで、考えを
広げたり深めたりしながら、学習を振
り返ることができる 

 

Ｃ1 

Ｃ2 

Ｂ３ 
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秋田大学教育文化学部 教授 佐々木 雅 子 氏 

令和６年度秋田県学習状況調査（中学校英語）における成果と課題について 

こちらの資料も併せて御覧ください 

令和６年度秋田県学習状況調査 報告書 

令和６年度秋田県学習状況調査  

［質問紙調査］「外国語活動（外国語）の学習は好きだ」に対する回答状況 
 
「当てはまる」または

「どちらかといえば当ては
まる」と回答した割合 

 

 

成果について 

平均通過率は、中１、中２とも過去３年

間で最高の通過率を示していることから、

毎年度の学習状況調査の結果を踏まえた取

り組みを確実に実践し成果を上げてきてい

ると思われる。全国学力・学習状況調査の

問題や授業アイディア例集も参考にしなが

ら改善を進めてきた結果であると推測でき

る。 

質問紙調査において、外国語の勉強が好

きとは言えないと回答した生徒の理由とし

て、「分かりにくい」と回答した割合が､

中１で最も低く(5 . 6%)、中２でも小４、

５よりも低い(6 . 4％)であることは、英語

科の先生たちの授業改善の努力が実ってい

ることを示唆する。今後も良問作成と授業

づくりを楽しみながら、不断に改善されて

いくことを期待する。 

 

 

課題について 

設定通過率を超えた問題数は、問題総数

18問中、中１で８問、中２で３問、また、

15％を下回る問題数は、中１で５問、中２

で９問という結果であった。原因の所在は､

①「情報の焦点化」➡②「自己表現する応

答力」➡③「文を構成（＝統語）する力」

にあるのではないかと推察する。 

 

①「情報の焦点化」 

 相手から発信される情報の中のどれがキ

ーワードであるかを瞬時に捉える力が弱い

か、そのような言語活動量が少ないのかも

しれない。例えば、中２リスニング４の問

題では、animal, books, zoo, 18 years 

old, work から１つまたは組み合わせて質

問の焦点を瞬間的に定める必要がある。そ

のキーワードをしっかり捉えれば、「聞い

てみたい」内容を決定しやすくなるであろ 

う。この情報を焦点化する能力は、日頃の 

 検証改善委員からの提言 Ⅳ 

 
 

 理由 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 

「
当
て
は
ま
る
」 

等
と
回
答
し
た
理
由 

 

内容に興味がある 13.5% 11.8% 10.8% 10.0% 9.5% 

分かりやすい 10.5% 7.8% 6.4% 7.5% 6.6% 

将来、社会に出たときに役立つ 22.8% 26.6% 31.5% 28.8% 29.2% 

生活の中で役立つ 7.5% 5.6% 5.1% 4.7% 4.2% 

考えるのが楽しい 12.8% 11.0% 7.7% 8.1% 6.1% 

得意 8.3% 9.3% 8.7% 9.3% 6.7%  
「
当
て
は
ま
ら
な
い
」

等
と
回
答
し
た
理
由 

内容に興味がない 3.2% 3.1% 5.0% 3.1% 3.4% 

分かりにくい 6.9% 6.9% 6.2% 5.6% 6.4% 

将来、社会に出たときに役立たない 0.3% 0.4% 0.6% 0.6% 0.8% 

生活の中で役立たない 0.4% 0.4% 0.7% 0.6% 0.6% 

考えるのがめんどう 1.3% 2.1% 1.7% 1.7% 2.4% 

不得意 7.4% 9.9% 11.2% 16.9% 21.0% 

 
 

その他 5.3% 5.1% 4.4% 3.2% 3.0% 

 

小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 

79.7% 76.0% 73.5% 70.9% 64.5% 

 

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/890
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【応答型（理解して書く）】問題の例 

 

 

 

 

 

 

 

中学校第２学年11の問題 

【情報提供型（経験や考えを書く）】問題の例 

 

 

 

 

 

 

 

中学校第２学年12の問題 

 

授業でinteractionを大事にすることで養わ

れていくものと考えられる。 

「何となくinteractionする」のではなく､

「情報を取捨選択し、その情報に合わせて

発話内容を決定していくinteraction」の起

こるsmall talkや言語活動を、日々の授業

で、たくさん、継続的に行うことをお勧め

する｡ 

 

②「自己表現する応答力」 

 上記①のinteraction能力と共に、１文､

複数の文、20～25語以上で自己表現する

「書く」能力が、他の技能と比較して低い

ことが目立つ。理解して書くという「応答

型」（例：中２読む→書く11）や、経験や

考えを書く「情報提供型」（例：中２書く

12）のいずれの場合も、１、２年生とも約

４分の１の正解率で、３割の正解率には及

ばない。 

発信能力を高めるには、対話することへ

の意欲喚起が必要である。授業での言語活

動も調査問題も対話意欲を喚起するものに

なっているが、依然として能力が伸び悩み､

効果がまだ表れていない。継続した対話へ

の意欲喚起とともに、「自己表現」する手

立ての工夫が望まれると推測する。これら

の問題は「問いを発する子どもの基盤」に 

 

該当する問題にもなっている。受け身では

なく、「自分から様々な情報量を多く持ち､

それを構成していくことを楽しみ、表現し

合う喜びを感じる」機会を多くすることが

ひとつの方法として考えられる。国語等他

教科と関連させながら、学校教育全体のカ

リキュラムの中で、継続して発信する能力

を高めると共に、英語科の特徴となる他文

化理解や他者と英語で実際に関わる授業を

多様に多量に展開していく必要がある｡ 

 

③「文を構成（＝統語）する力」 

 情報を焦点化した上で何とかやり取りで

きても、自己表現の意味内容を豊かにし対

話への意欲喚起を高め得たとしても、最後

の着地点である英文として正確に表すとい

う点に課題を残している。 

 改善策として、「話す➡書く」という連

続が自然に起こる言語活動のデザインを充

実させてはどうか。正確性は話した内容を

書くことでゆっくり確認できる（例：学校

紹介のプレゼン→学校新聞の記事）。また､

古典的ではあるが「ディクテーション」を

インプットの確認として行うことも一案で

ある。情報処理の負荷を低くし、言語その

ものに注意を向けさせるために効果的であ

る。 

提言のまとめ 
「Interaction を楽しみながら英語力を身に付ける。」そのために、 

①「情報の焦点化」➡②「自己表現する応答力」➡③「文を構成（＝統語）する力」 

の観点から具体的な工夫に取り組むこと。 

11 千秋(Chiaki)は，同級生のボブ(Bob)とメッセージ

のやり取りをしています。二人のやり取りを読んで，

次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

 

12 英語の授業で，来日する外国人に向けて，日本の

四季についての紹介文を書くことになりました。外

国人に日本の魅力が伝わるように，季節を一つ選

び，「その季節にすることやできること」を一つ取

り上げて，下の条件に従って書きなさい。 

《条件》・書き出しの（   ）内の季節を一つ選

び，丸で囲むこと。 

・文の数は問わないが，２０語以上のま

とまりのある英文を書くこと。 

・書き出しの英文や符号( , . ? !など)は

語数に含めない。 
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秋田大学大学院教育学研究科 教授 佐 藤  学 氏 

令和６年度全国学力・学習状況調査（算数・数学）における課題と改善に向けた取組について 

こちらの資料も併せて御覧ください 

令和６年度全国学力・学習状況調査 秋田県調査結果の概要 

 

 

図１：小学校［4(4)］の問題 

 

 

図２：小学校［4(4)］の問題の改善 

 
令和６年度全国学力・学習状況調査における

本県の算数・数学の正答率は、全体としては、

全国平均を上回っています。しかし、小学校算

数において２問、中学校数学において 7問が、

全国平均正答率を下回っています。結果に一喜

一憂してはなりませんが、これらの問題に注目

し、課題と改善策を考えていくことが重要です｡ 

 

小学校［4(4)］の問題（図 1）は、秋田県平

均正答率51.6%（全国平均54.1%）でした。自転

車の速さが、家から郵便ポストまで分速200ｍ、

郵便ポストから図書館まで分速200ｍであるとき､

家から図書館までは分速400ｍになると誤って捉

えている誤答が多く、秋田県平均反応率28.4%

（全国平均24.5%）でした｡ 

報告書では､｢家から郵便ポストまで分速200ｍ､

郵便ポストから図書館までの分速200m」という

状況について､｢家から図書館まで分速200m（全

体の見方、図 2上)｣および「いつでも１分間当

たり分速200m（部分の見方、図２下）」を取り

上げ、分速が常に一定であることを捉えられる

よう、改善に向けた授業アイディアが提示され

ています。（文部科学省他､2024a､pp.68-72） 

その際、分速400mや分速1000mといった誤った例

を取り上げることです。また、これらの誤りが､

全体の見方、部分の見方のいずれの場合も成立

しないことを調べる過程が重要です。 

全体の見方について考察するだけで「分かっ

た気」になる児童も少なくありません｡ 

 
教師は、その状況を十分とせず、部分の見方

においても同様に成立するかを考察するよう促

すことが必要です。一方で、全体の見方につい

て考察しても十分に実感や納得が得られない児

童もいます。児童の理解に至る過程は多様であ

るため、通過点を増やしたり、道のりや時間の

数量を変更したりするなど他の場合を提示し、

考察を続けることを促します。そして、全ての

場合が「分速は常に一定で同じ」として捉えら

れるよう、考察を続けていきます。 

 

中学校［9(2)］の問題(図３)では、秋田県平

均正答率24.0%(全国平均26.7%)でした。①ま

たは②に「60゜より大きい」と回答した割合は､

秋田県平均反応率35.3%(全国平均33.9%)です｡

また、①または②に「60゜より小さい」と回答

した割合は、秋田県平均反応率45.6%（全国平

均42.2%）です。図形が動く状況により、条件

を保たれないと捉えてしまう生徒が多いです。 

報告書では、条件を変えて調べることが重要

であることが示されています（文部科学省他､

2024b､pp.77-79）。その際、点 Cを動かした

り、正三角形を正方形に変えたりすることで、

何が同じで、何が変わるかを予想し、その予想

を基に考察を行うことです。ＩＣＴを活用する

方法もありますが、着目すべき辺や角に焦点を

当てずに観察しても、意味のある発見は難しい

でしょう。生徒が考察の視点、すなわち問題意

識を持ちながら観察することが重要です。 

 

たけるさんは自転車で、家から郵便ポストの前を通って図書館まで行きまし

た。家から図書館まで、5 分間かかりました。 

 
家から郵便ポストまでは、道のりは６００ｍで、３分間かかり、速さは 

分速２００ｍでした。 

郵便ポストから図書館までは、道のりは４００ｍで、２分間かかり、速さは

分速２００ｍでした。 

家から図書館までの自転車の速さは、分速何ｍですか。 
答えを書きましょう。 

 

 

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/5086
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図３：中学校［9(2)］の問題 

 
異なる２つの問題ですが、児童生徒自身が問題

に働きかけることなくして解決には至りません。

図１、図２における家から図書館までの図や、図

３における点Ｃの位置を変える図は、３つの場合

に分けて示すと分かりやすくなります。しかし、

その手立ては、「いつでも同じ速さなのか」「い

つでも同じ関係なのか」という児童生徒自身の問

いを奪うことになります。直観的に解決できる場

合でも、その解決の妥当性を確かめたいとは思い

ませんか。教師は、このような心理が、児童生徒

に生じた瞬間を捉え、次に行うべき考察を促すこ

とです。もし、児童生徒が新たな考察の対象を見

つけられない場合には、教師が他のケースを提示

すればよく、児童生徒の求めにない手立ては慎む 

 
容を捉えることが重要です。そのためには、これ

らの変容を適切に捉えられるよう、単元または学

期において、どのような反応が見られたらどのよ

うな支援を行うのか、評価と支援を含めたカリキ

ュラム・マネジメントの観点から検討を進める必

要があります。例えば、図４は、学習者の発展的

思考・態度を育成することを目的として、発展的

思考・態度を促す支援（モデルシート）を評価の

指標としたものです（佐藤､2025､p.40）｡「学び

の達成」として示された部分については、毎時ま

たは単元ごとの達成を想定したり、実際の指導に

おける状況を記録したりすることにすれば、児童

生徒の変容を中長期的に観察することが可能と考

えます。 

べきです。 

問題を解決し、概念や性質を理解するこ

とは、一朝一夕には達成できません。4 5分

や5 0分の授業時間内で、どれだけの児童生

徒が十分に達成しているかは慎重に考えた

いものです。授業中には理解しているよう

に見えても、後になって定着していない事

例は、本調査以外にも見られます。先に述

べた問題解決の過程に取り組みつつも、児

童生徒の問題意識や数学的な見方・考え方

の働き、理解は、授業１コマ単位よりも、

単元や学期といった中長期的なスパンで変 
 

図４：発展的思考・態度を促す支援と評価（佐藤、2025、 p.40より転載） 

提言のまとめ 
○児童生徒が自ら問題に働きかけ、問題を解決していけるように、教師は児
童生徒に適した支援を準備すること。 

○児童生徒の問題意識や数学的な見方・考え方の働き、理解の状況を中長期
的に捉えるため、カリキュラム・マネジメントの検討を行うこと。 

文部科学省・国立教育政策研究所（2024a）．『令和 6年度全国学力・学習状況調査報告書小学校算数』．文部科学省・国立教育政策研究所． 

文部科学省・国立教育政策研究所（2024b）．『令和 6年度全国学力・学習状況調査報告書中学校数学』．文部科学省・国立教育政策研究所． 
佐藤学（2025）．「個別最適な学びと協働的な学びの指導と評価はどうあるべきか」．新算数教育研究会（編）、『新しい算数研究』、638、 
東洋館出版社、pp.38-41． 

（２）健太さんは、線分ＡＢの中点に点Ｃを 

とった場合に∠ＡＱＣと∠ＢＰＣが等し 

く見えたことから、他の場合にはどうな 

るか気になりました。 

そこで、次の図３のように、線分ＡＢ 

の中点をＭとして、点Ａから点Ｂの方向へ点Ｃを動かした場合に 

∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの大きさがどうなるかを調べ、下のようにま 

とめました。 

図３ 

 

 
 

 
調べたこと 

健太さんは、前ページの調べたことから、∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和に 

ついて何かいえることがないか考えています。 

このとき、∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和について、次のことがいえます。 

 

 

 

 

 

 

 

上の  ①  、  ②  のそれぞれに当てはまるものを、下の 

アからエまでの中から１つずつ選びなさい。 

 

ア ６０°より大きい 

イ ６０°より小さい 

ウ ６０°になる 

エ ６０°より大きいことも小さいこともある 

◎ 点Ｃが点Ａと中点Ｍの間にあるとき、 

∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和は  ①  。 

◎ 点Ｃが中点Ｍと点Ｂの間にあるとき、 

∠ＡＱＣと∠ＢＰＣの和は  ②  。 

 

○ 点Ｃが点Ａから点Ｂに近づくにつれて、 ∠ＡＱＣは大きく 
なり、∠ＢＰＣは小さくなる。 

○ 点Ｃが線分ＡＢの中点のとき、∠ＡＱＣと∠ＢＰＣは等しく、 
どちらも３０°である。 
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秋田県検証改善委員会 

委員長 秋田大学大学院教育学研究科 教授 成田 雅樹 氏 

ＩＣＴを活用した授業力向上事業における成果と授業改善の方向性について 
 

教員年齢層の２極化のなかの実践知の継承 

八森小学校、鳥海小学校、仙南小学校

のいずれも、職員がベテラン層と若手で

構成されていて、中堅年代が少ないと感

じた。経験や考え方の開きが大きいこと

は、共同研究の推進や、実践知の継承の

点からみると弱点になる。しかし３校は

そうではなかった。校長、教頭のリーダ

ーシップによって、職員間の「風通し」

が良く保たれているからだと思った。親

和性や結束性に欠ける先輩たちに、若手

が遠慮せず相談できるとは思えない。研

究が進む雰囲気づくりには、管理職を含

むベテラン同士の良好な関係が欠かせな

いと感じた。 

また、義務教育課の指導主事が、担当

校を年間20回以上も訪問した「伴走型支

援」が、中堅層の研究リーダー不在の穴

を埋めたことも大きいと感じた。外部か

ら助言するというのではなく、身内とし

て一緒に授業を考え、ティーム・ティー

チングで協働する中で、相互信頼が深ま

ったという｡ 

秋田大学教職大学院では、管理職候補

である現職院生と、学部卒の院生（初任

や２年目に相当）が、授業のリフレクシ

ョンにＷｅｂ上でコメントし合いながら

相互理解を深め、刺激し合う姿が見られ

る。Ｗｅｂ活用で、一堂に会さずとも各

自の自宅に居ながらにして、各自の余裕

のある時間に交流できる。こうした工夫

も共有したいものである。 

 

ネクストGIGAにおける協働を見据えて 

３校のＩＣＴ環境は特別に恵まれたも

のというわけではなく、県内の平均的な 

 

姿であると考える。児童生徒用端末や教

師用のパソコンがそろっており、授業に

おける活用頻度も上がってきている。多

様な活用の中でも、学習状況の共有や一

覧が重要だと考える。そのために電子黒

板が欠かせないのではないか。学級に１

台ずつ整備したいものである｡ 

八森小学校の６年生算数の「紙の枚数

を効率よく求める方法」の比例の学習で

も、各児童が解いた画面が電子黒板で一

覧表示されていた。 

鳥海小学校では、タブレットの色分け

機能を活用して、児童が自らの学習状況

への自信のあり・なしを可視化し、その

後の学び合いを充実させていた。 

 

 
 
仙南小学校ではみんなの「ふり返り｣

が即座に図式化され（桃色：わかったこ

と、青：参考になった友達の考え、緑：

既習とのつながり、黄色：これから生か

したいこと、の４分割の中央が紫：新し

い疑問）、これを見てあえて少ない視点

を選ぶ児童が見られた。 

こうした学びの交流・共有の即時性は

個々のタブレットと繋げられる電子黒板

でなければ得られない。 
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子どもが発した問いで展開・連接する授業 

 秋田県では「問いを発する子ども」の

育成を掲げている。授業冒頭の数分で、

子どもの初発の感想や疑問、新しい学び

への抱負などから探究すべき問いを鮮や

かに絞り込み、大方の子どものコンセン

サスを得る先生がいる。しかし一握りの

先生に限られている。授業時間を節約し

たいと思えば思うほど、こうした問いづ

くりは教師主導になりがちである。子ど

もの素朴で率直な疑問を受け止め、子ど

も自身が整理することを支援したい。問

いの順序性（ある問いの答えは他の問い

の答えを踏まえる）や重要度（短時間で

一人で簡単には解けない問い）を考えさ

せ、子どもたち自身で分類させ、学習の

過程で更新させたい。学習が終わったら

問いを自己評価する学級に育つのではな

いだろうか。  

手始めに、仙南小学校の取組に学び、

「ふり返り」で新たな疑問をもたせ、そ

れを次時や次単元の冒頭で再検討すると

いう、「問いで既習と未習を接続する」

ことに取り組んでみてはどうだろうか。 

 

 

 

子ども同士の授業参観で育てるAgency 

OECD2030が目指す学びの主体は、

Agencyが備わった児童生徒である。学

びを「自分事」とすることの大切さは､

令和５年度までのモデル校であった男

鹿市立船川第一小学校の研究でも強調

されていた。これに関して令和６年度

は、各モデル校で、子どもによる授業

参観の取組に接することができた。５

年生は６年生の授業を参観して自らの

学び方に生かし、次に参観しに来る４

年生に範を示そうとする。こうして順

次下の学年まで進めているとのことで

あった。６年生は中学校の授業を参観

し、１年生は幼稚園児の参観を受け入

れているという。授業を自らのものと

再認識し、一層主体的に学ぶ児童が育

ちつつあると感じた。 

 

 

 
 

 

提言のまとめ 

真の子ども主体の授業は、子ども自身が探究の始発動機（問い）をもち､

協働して学ぶものである。そのための、問いを引き出す教材提示やリアル

タイムの交流・共有にはＩＣＴが有効である。 
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令和６年度秋田県検証改善委員会 

ＩＣＴを活用した授業力向上事業に係る委員一覧 

成 田 雅 樹 秋田大学大学院教育学研究科教授 

佐 藤   学 秋田大学大学院教育学研究科教授 

佐々木 雅 子 秋田大学教育文化学部教授 

藤 村 裕 一 鳴門教育大学大学院学校教育研究科特命教授 

近 藤   均 八峰町教育委員会指導主事 

中 野   大 由利本荘市教育委員会指導主事 

青 谷 千 里 美郷町教育委員会教育推進監 

安 部 晃 幸 八峰町立八森小学校長 

安 齋 知 子 由利本荘市立鳥海小学校長 

田 村 佳久美 美郷町立仙南小学校長 

伊 藤   悟 義務教育課長 

佐 藤 孝 子 北教育事務所主任指導主事（兼）サブリーダー 

津 島   穣 中央教育事務所主任指導主事（兼）サブリーダー 

赤 川   渉 南教育事務所主任指導主事（兼）サブリーダー 

長 門   亮 義務教育課チームリーダー 

真 崎 敦 史 義務教育課副主幹 

村 上 丈 二 義務教育課指導主事 

佐 藤   整 義務教育課指導主事 

藤 原 正 貴 義務教育課指導主事 

矢 吹   敦 義務教育課指導主事 

吉 田 茂 樹 義務教育課指導主事 

※敬称略 令和７年３月現在 

学力向上に関する資料 

・家庭学習に活用できる問題シート 
・ＩＣＴを活用した教育に関する資料や動画、リンク 等 

◇秋田県公式ホームページ「美の国あきたネット 

  (https://www.pref.akita.lg.jp) 」にて配信 
 しています。 

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/64223
https://common3.pref.akita.lg.jp/manabi

	秋田県検証改善委員会

